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り縁辺部に極大がみ られた｡但 し､ 中
心の極大はこの後増大するのに対 して､
縁辺の極大は60日くらいで消滅する｡
今後の課鹿としては､渦の融合をも
う少し正確な力学モデルで計算し､ 同
時に生態系モデルを走 らせる必要があ
るだろう｡ さらに､実際に観測されて
いる植物プランクトンの分布との関係
もより詳 しい検討をすべきだと思われ
る｡
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